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29 令和8年度日高市一般会計補正予算
（第1号）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0 ◇ ◇

30 日高市税条例の一部を改正する
条例

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0 ◇

31 日高市都市計画税条例の一部を改
正する条例

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0 ◇

32 人権擁護委員の候補者の推薦に
ついて

同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

33 専決処分の承認を求めることに
ついて

承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

34 専決処分の承認を求めることに
ついて

承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

35 専決処分の承認を求めることに
ついて

承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

36 専決処分の承認を求めることに
ついて

承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 議	

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 13 2

請
願
１

「太陽光パネルのリサイクル義務化
を求める意見書」の提出を求める
請願

不
採
択
× × × × × × 議	

長 × × × × × × × 〇 〇 2 13 ◇

請
願
2

「農業の再生と食料安全保障の確立
に向けた実効性のある所得補償制
度の実現を早期に求める意見書」
の提出を求める請願

不
採
択
× × × × × × 議	

長 × × × × × × × 〇 〇 2 13 ◇

〇…賛成　　×…反対

会
期
日
程

5月27日㊌	 �開会。会議録署名議員の指名。会	
期の決定。市長行政報告。議案8件
の提案説明。

6月２日㊋	 �議案5件の質疑・討論・採決。議案3件
の質疑・委員会付託。

6月４日㊍	 �文教経済常任委員会。総務福祉常任委員会。

6月９日㊋	 一般質問
6月10日㊌	 一般質問
6月11日㊍	 一般質問
6月16日㊋	 �議案3件および請願2件の委員長報告・

質疑・討論・採決。市長行政報告。閉会。

議案
トップページ

➡ トピックス①

➡ トピックス②

➡ トピックス③

➡ トピックス④

➡ トピックス⑤

➡ トピックス⑥

➡ トピックス⑦

➡ トピックス⑧

➡ トピックス⑨

➡ トピックス⑩
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住まいの防犯対策費補助事業の対策機器一例

議案第29号 令和8年度日高市一般会計補正予算（第1号） 全員賛成
トピックス①

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ1,350万9千円を追加し、補正後の総額をそれぞれ221億9,350万9千
円とするもの。
　地方債の補正として、市道B362号線の舗装修繕工事の財源として追加するとともに、幹線市道整備事
業に係る限度額を変更するもの。

歳入：�国庫補助金について、「子ども・子育て支援交付金」の増額。「地域診療情報連携推進費補助金」の
　　　�追加。「防災・安全社会資本整備交付金」の増額および減額。「道路メンテナンス事業補助金」の増額。

「地域未来交付金」の追加を、それぞれ行うもの。県補助金について、「放課後児童健全育成事業費
補助金」を増額。繰入金の基金繰入金について、今回の補正予算額の歳入歳出差し引きの調整を行
うため「財政調整基金繰入金」を減額。市債について、幹線市道整備事業の増額。幹線道路等舗装
補修事業の追加を、それぞれ行うもの。

歳出：�総務費について、防犯のまちづくりを一層推進するため、住まいの防犯対策費補助金を増額。民生
費について、子ども医療費等の助成の対象者であることを、マイナンバーカードで確認できるよう
にするためのシステム改修委託料を、学童保育室の空調設備を更新するための工事費を、それぞれ
追加。土木費について、舗装修繕工事費の追加と国庫補助金内示額の減額に伴う財源更正を行う。
道路橋37橋の定期点検に係る
国庫補助金内示額の増額に伴う
財源更正を行う。都市計画費に
ついて、公開型地理情報システ
ムへ公園情報を追加することに
対し、国庫補助金の採択があっ
たことから、財源更正を行う。
教育費についてAIを活用した英
語教材システムの導入に対し、
国庫補助金の採択があったこと
から、財源更正を行う。

議案第30号 日高市税条例の一部を改正する条例 全員賛成
トピックス②

　地方税法の改正等に伴い、個人市民税について住宅借入金等特別税額控除の延長に伴う規定の整備、固
定資産税について免税点の変更に伴う規定の整備、課税標準の特例に伴う規定の整備などの所要の改正等
を行うもの。

議案第31号 日高市都市計画税条例の一部を改正する条例 全員賛成
トピックス③

　地方税法の改正等に伴い、都市計画税について課税標準の特例に伴う規定の整備などの所要の改正等を
行うもの。
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議案第34号 専決処分の承認を求めることについて 全員承認
トピックス⑥

　地方税法等の一部を改正する法律が令和8年3月31日に公布され､ 同年4月1日から施行されることに伴
い､ 日高市税条例の一部を改正する条例を専決処分したので､ その承認を求めるもの｡
　令和7年度末をもって軽自動車税環境性能割が廃止されたことに伴う改正その他法律改正にあわせ､ 条
ずれ等の所要の改正を行ったもの｡

議案第35号 専決処分の承認を求めることについて 全員承認
トピックス⑦

　地方税法等の一部を改正する法律が令和8年3月31日に公布され､ 同年4月1日から施行されることに伴
い､ 日高市都市計画税条例の一部を改正する条例を専決処分したので､ その承認を求めるもの｡
　法律の文言や引用条項に関する規定の整備等､ 所要の改正を行ったもの｡

議案第36号 専決処分の承認を求めることについて 承認多数
トピックス⑧

　地方税法の改正に伴い､ 新たに ｢子ども･子育て支援納付金課税額｣ に関する規定を定めるとともに、地
方税法施行令等の一部を改正する政令が令和8年3月31日に公布され、同年4月1日から施行されることに
伴い、日高市国民健康保険条例の一部を改正する条例を専決処分したので、その承認を求めるもの。
　低所得者の国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため､ 均等割額の5割軽減および2割軽減の対象世
帯の軽減判定所得の引き上げ､ 子ども･子育て支援納付金課税額の税率等および課税限度額の設定を行った｡

議案第33号 専決処分の承認を求めることについて 全員承認
トピックス⑤

　令和4年11月11日付けで東日本旅客鉄道株式会社と締結した ｢八
高線･川越線高麗川駅自由通路整備および駅舎整備に関する施行協
定｣ に基づく自由通路等の整備が完了するとともに､ 令和8年3月
24日付けで協定金額の減額に伴う変更協定締結の協議があった｡ こ
のため､ 早急に精算手続きを行う必要があったことから､ 令和8年3
月25日付けで専決処分したので､ 承認を求めるもの｡

横手　幸江 氏

議案第32号 人権擁護委員の候補者の推薦について 全員同意
トピックス④

　欠員の人権擁護委員に横
よこて
手幸

さち え
江氏を候補者として推薦したいというもの。
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提出された陳情書
　第3回定例会に、次の陳情書が提出されたので、その写しと陳情文書表を全議員に配布しました。
　（陳情第3号）�「夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める」意見書を国に提出

することを求める陳情
　（陳情第4号）mRNAワクチン(レプリコンワクチンを含む)接種事業中止の意見書提出を求める陳情

請願第1号 「太陽光パネルのリサイクル義務化を求める意見書」の提出を求める請願 不採択
トピックス⑨

趣旨：1．�太陽光パネルのリサイクル義務化を速やかに進め、既設分を含めた太陽光パネルについても適
切な回収・再資源化が確実に行われるよう、法的枠組みを早急に構築すること。

2．太陽光パネルの回収・リサイクル体制の整備および支援を強化すること。
�あわせて、リサイクル事業者の参入・協力を促進し、再資源化が円滑に進むよう、必要な財政的・
技術的支援を講じること。

　議長とは、議会活動を主宰し議会を代表する者であり、欠くこ
とのできない重要な役です。
　現在、議長に和田貴弘氏、副議長に加藤大輔氏が選出されてい
ます。
　議長の仕事は、議場の秩序の保持や議事の整理、議会に関する
事務を指揮するほか、議会を代表して式典や行政視察に出席しま
す。
　市民まつりや日高かわせみの里ツーデーウオークの実行委員、
日高市社会福祉協議会の理事、市交通安全推進協議会の顧問に
なっており様々な会議にも出席しています。
　副議長は議長が欠けたときや、議長に事故があるときに議長に
代わって職務を行います。

議長の仕事紹介

和田議長

議会傍聴は健幸ポイント対象事業です
　令和８年の９月定例会、12月定例会の議会傍聴は、健幸ポイント対象事
業です。健幸ポイント手帳を持参し、議会傍聴へお越しください。
　９月定例会については最終ページをご覧ください。

健幸ポイント
事業

趣旨：1．実効性のある所得補償制度の速やかな法制化
2．持続可能な農業への配慮
3．現場の実情を反映した制度設計と運用

審議の過程は9月以降に
こちらからご覧になれます。

請願第2号 「農業の再生と食料安全保障の確立に向けた実効性のある所得
補償制度の実現を早期に求める意見書」の提出を求める請願 不採択

トピックス⑩

文教経済常任
委員会の会議録
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一
般
質
問
①　

市
民
の
声
・
地
域
課
題
を
市
に
質
問
し
ま
し
た
。
傍
聴
者
延
べ
127
名

動画で一般質問を
ご覧いただけます

地域商品券

地域商品券の配布状況は
答弁  5月末時点で約94.8％の世帯に配布が完了

地域商品券を活用した
物価高騰対応生活者支援事業

問地域商品券は、同一世帯分をまとめて各戸に

対面渡しの方法で配布された。地域商品券の

配布に時間差があった理由は。

答今回の地域商品券は全市民が対象であり、商

品券の特性上、安全かつ確実にお届けする観

点から対面での受け渡しを必須条件とした。他の

事業者と比較し、地域ごとに配送時期を分けるこ

とにより最も短期間で市内全域の配送が完了でき

る見込みの事業者を選定したため、地域によって

お届けに時間差が生じた。その結果、当初の予定ど

おり配送事業者の配布が完了し、最

適な手段であったと考えている。

問市が地域商品券を活用した物価高騰対応生活

者支援事業を通じて期待する効果は。

答商品券の使用率が90%だった場合、約2億

4,300万円分が市内の直接消費に使われるこ

とになる。また、消費上昇に伴う事業者による仕入

れなどが増えるほか、従業員収入および雇用機会

の増加など間接的な波及効果も見込まれ、市内全

体の経済効果は、地域商品券の直接消費額以上に

なると捉えている。その他にも、「地域商品券を使っ

てご近所の方々で食事をした。」などの声も届い

ており、地域コミュニティ醸成にも寄与するなど、

多方面にわたる成果が期待できると考えている。

問限られた財源の中で保護者の教材費負担軽減

を進めるにあたって、保護者の意向を聞くこ

とが大切と考えるがその方策は。

答教材費の負担軽減を検討するにあたって、保

護者の意見を聞くことは重要である。現在の

ところ、負担軽減の具体的な内容や時期、意見を

聞く手法は未定である。負担軽減実施の可否や意

見の把握について、国、県の動向、他自治体の事

例を注視しつつ適切な時期を見極めて検討したい。

通級指導教室について

問通級指導教室の整備計画は。

答中学校、義務教育学校後期課程における通級

指導教室設置に向けて、準備を進めている。

担当する職員が巡回して、全ての対象児童生徒が

自分の通っている学校で適切な指導を受けられる

よう検討している。

自転車の適正な歩道通行の啓発は

問自転車が歩道を通行できる場合、通行した方

が良いと思われる場合の啓発方法は。

答自転車の歩道通行が可能な道路の地図の作成、

具体的なシチュエーションの例示などを行っ

て丁寧な啓発に努める。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

負担軽減についての見解は
答弁  保護者の関心も大きく、研究を進めている

佐
さ と う

藤　真
まこと

保護者の教材費負担の軽減を

加
か と う

藤 大
だ い す け

輔
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ま
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動画で一般質問を
ご覧いただけます

郵便局で電子証明書の更新窓口を導入する考えは
答弁  必要に応じて、出張所、郵便局の活用を含め検討

加
か と う

藤 将
し ょ う ご

伍 総務省の制度整備を活用し、郵便局でのマイナン
バーカード電子証明書更新体制の構築

問来年度に予想される電子証明書更新の急増に

伴う窓口混雑や職員負担に対応する方策は。

答市民課窓口とは別にマイナンバーコーナーを

新設し、端末と職員を増やし体制を整備。

問国のマイナンバーカード交付事務費補助金の

補助対象の範囲と補助率は。

答郵便局に手続きを委託する経費全般のうち、

一部上限設定はあるが全額補助される。

問生活導線上の郵便局の役割は大きい。混雑緩

和や行政効率化からも受付導入の考えは。

答必要に応じて、生活導線上にある出張所や郵

便局の活用も含めて検討していく。

人材確保と働き方改革、職員支援について

問激化する採用競争、日高市ならではの魅力を

どう整理し、採用戦略を描いているか。

答経験者採用・アルムナイ採用を今年度導入。

独自の取り組みとして受験者に「私のオスス

メ写真」の提出を求め、その過程で市の魅力を発

見し、本市で働きたいという意欲の醸成を図る。

問窓口時間の短縮に踏み切った経緯と目的、市

民サービスや職員の働き方に期待する効果は。

答恒常的な時間外勤務の改善。新規事業の政策

立案などの時間を確保することで、職員の資

質向上、市民サービスの向上が期待できる。

問令和2年犬猫の殺処分数は全国で9,780頭。保

護犬・猫を減らすために飼養手引作成は。

答県狂犬病予防協会の「ペットの適正飼養ガイ

ドブック」があり、市もペットの飼い方教室

を実施しているので新たに作成する考えはない。

ワクチン接種の運用について

問新型コロナは、高齢者の死亡率が高いままで

ある。ワクチン接種費用の助成の拡大は。

答国の助成が無くなり自己負担金に影響がある。

国・県からの情報を注視し、調査研究する。

問帯状疱疹ワクチン接種費用は不活化ワクチン

で自己負担3万5,400円と高額。助成の拡大は。

答接種機会は確保できたと考えるので助成拡大

は想定していない。引き続き情報収集したい。

問HPVで年間約2,900人が亡くなっている。男
性へのワクチン接種で、男性のがん予防にも

なり女性への感染も防ぐ。男性への助成の考えは。

答まずは女性への積極的な接種勧奨を実施し男

性への助成の必要性についても調査研究する。

AYA世代のがん患者の支援について

問18歳から39歳までのがん罹患者への支援制

度が無い。ターミナル在宅療養支援の検討は。

答市でも8年間で3名の方が亡くなり、経済的負

担に対し一部でも助成ができないか研究する。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

動物保護団体などへの支援は
答弁  状況を把握し必要に応じ体制の整備を検討

三
み き

木 伸
し ん や

也 殺処分ゼロをめざし、犬や猫を取
り巻く環境の整備を！
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一
般
質
問
②
　
市
民
の
声
・
地
域
課
題
を
市
に
質
問
し
ま
し
た
。 
　
12
議
員
が
登
壇

動画で一般質問を
ご覧いただけます

問中高年ひきこもり世帯における実態把握と家

族負担の軽減および課題認識は。

答家族が支援を求めたときに、保健相談センタ

ーや社会福祉協議会の自立相談支援センター

が相談窓口を担っているが、より一層の相談員の

スキル向上を図る必要があると考えている。

熱中症対策の重要性と対応について

問クーリングシェルターの拡充と地域ぐるみの

暑さ対策や工夫を凝らした周知・啓発活動は。

答クーリングシェルターのネットワークを整備

し、安全に猛暑期を過ごせる環境づくりを進

め民生・児童委員の戸別訪問で周知・啓発を行う。

問支援の隙間にいる低所得の高齢世帯に対する

エアコン購入および設置費用の公的支援は。

答エアコンの利用に係る啓発や見守りとともに、

市全体の事業バランスを勘案し研究していく。

麻しん（はしか）感染拡大防止について

問感染症に対する市民への情報提供と不安軽減

および感染発生時の迅速な周知体制は。

答感染に関する注意喚起と予防接種が有効であ

る旨を市ホームページに掲載。感染状況はリ

ンク先からリアルタイムで入手できる。そして、

いざというときのための準備を整え、今後も引き

続き、情報収集と市民への周知に努める。

親なき後の支援体制は
答弁  地域生活支援拠点等の充実で支援を図る

障がい者ケアと家族負担の軽減に
ついて鈴

す ず き

木 健
た け お

夫

動画で一般質問を
ご覧いただけます

問緑ある街並みを、市の魅力や地域資源として

捉える考えは。

答緑や自然は、市の魅力を高めるキーワードで

あり、貴重な地域資源と捉えている。豊かな

自然環境を次世代へ継承するため、緑と清流の保

全や魅力発信に努める。

問市民の地域への愛着やシビックプライドを育

む要素として捉える考えは。

答緑ある街並みは、地域のアイデンティティー

を高め、緑化活動を通じたコミュニティーの

活性化や、地域に関わる当事者意識の創出につな

がり、シビックプライド醸成の要素になり得る。

問移住定住促進における暮らしの魅力として発

信する考えは。

答緑豊かな洗練された街の姿は、市のイメージ

向上につながる。移住コンシェルジュが支援

制度を含め市の魅力を伝え、移住促進に努める。

問若い世代や子育て世帯に、より具体的に伝え

る考えは。

答移住体験ツアーで案内し、日常生活の街並み

や景色を感じてもらう。昨年10月の開始以降、

計5件のツアー実績がある。市の魅力や移住後の

生活情報を直接聞けて参考になったとの声が多く、

参加した子育て世帯1世帯が転入している。

緑ある街並みは地域資源か
答弁  魅力や地域資源として保全と発信に努める

横
よ こ お

尾 貴
た か ふ み

文 緑ある街並みを日高の地域資源と
移住定住の魅力として育てる
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稿
は
議
員
の
責
任
に
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載
し
て
い
ま
す
。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

英語教育を発展させる方策は
答弁  AIとALTのベストミックスで発展させる

新
あ ら い

井　均
ひとし AIを活用した英語教育と高齢者

における緊急通報システムの運用

問人口減少・少子高齢化が進行する中、地域全

体の稼ぐ力を高め、更に未来への投資にもつ

なげていく好循環を生み出し、今を生きる市民は

もとより、未来を生きる市民の誰もが豊かで便利

に安心して暮らすまちを実現するためにも商業の

活性化は重要。武蔵高萩駅周辺の商業施設の新規

立地事業者への支援は。

答日高市商業施設立地奨励金事業を令和8年4

月より運用開始し、商業施設の新規立地事業

者への支援をすることで都市機能の集約と人の流

れの定着を図り、駅周辺のにぎわい創出につなげ

ていく。

教職員の不祥事防止について

問他県他市では、女子児童を盗撮してＳＮＳで

共有グループを作るなど、教職員による児童

生徒への性犯罪が多発。教員という立場を悪用し

た卑劣な犯罪であり、断じて許されない行為。本

市の教職員の不祥事防止についての取り組みは。

答各学校においては、校長が先頭に立ち、「自分

たちの学校から不祥事を絶対に出さない」と

いう強い決意で研修を実施。具体的には、県作成の

「不祥事防止プログラム」やチェックリストを活

用し、職員会議等の場で具体的な事例を共有する

ことで常に当事者意識を醸成する研修を実施。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

武蔵高萩駅周辺のにぎわい創出は
答弁  日高市商業施設立地奨励金事業を開始した

山
や ま だ

田 一
か ず し げ

繁 駅周辺を核とした活気あふれる
日高市を目指して！

本市で運用中の緊急通報システム機材

問AIを活用した英語教育には多額の経費が必要

となる。継続を図る予算面での見込みは。

答英語教材のシステム利用料を今年度一般会計

予算に計上したほか、国庫補助金の「地域未

来交付金」も活用する。

問AIを活用した英語教育に発展性を持たせるに

は、子どもの学ぶ意欲向上が欠かせない。子

どもの学ぶ意欲を高め、教育に発展性を持たせる

方策は。

答AIとの練習で自信をつけた子どもが、ALTと

実践的な交流を行うAIとALTのベストミック

スで子どもの意欲化を図り教育を発展させる。

高齢者における緊急通報システムの運用

問現在、特定の疾患・生活環境にある高齢者が

市の支援を受け、緊急通報システムを設置し

ている。この利用対象者の条件を拡大する考えは。

答利用対象者拡大のニーズがあることは承知し

ている。いくつになっても住み慣れた在宅で

生活できる環境を支援する意味でも体制整備は課

題である。市全体

の事業のバランス

を踏まえながら、

今後事業の在り方

について研究する。
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一
般
質
問
③
　
市
民
の
声
・
地
域
課
題
を
市
に
質
問
し
ま
し
た
。

災害用備蓄食品の一例

動画で一般質問を
ご覧いただけます

問障がい者アート利活用による地域共生、施策

との連結、表現の場が重要。障がい者創作活

動作品展支援拡充の考えは。

答社会参加の促進と支援として、実行委員会と

の連携を密にした周知等支援の充実を図る。

問就労機会と工賃向上につながるデータ入力や

デザイン等優先調達の役務提供拡大の考えは。

授産製品の販路拡大支援の考えは。

答優先調達可能な物品・役務の情報を共有し、調

達困難な役務は市外調達が可能なことから他

市町村の情報共有に努める。高麗の郷でマルシェ

開設等の支援の他授産品の販路拡大支援を行う。

多文化共生の視点を施策展開する仕組みづくりを

問①外国人を支援される側だけでなく、地域を支

える担い手として位置付け、防災や地域活動へ

の参加促進の考えは。②ゴミ出しルールをやさし

い日本語やピクトグラム活用で誰にでもわかる表

記は。③市民農園・里山整備等と連携し孤立防止や

防災力向上、コミュニティー維持の考えは。

答①防災訓練への参加促進や地域との交流を進

め、将来的には地域防災を支える人材育成に

つなげる。②やさしい日本語表記に努める。③地域

の交流は生活習慣を知り相互理解につながると考

える。

多様な特性に応じた就労機会増への支援は
答弁  定着・ニーズに応じた支援と共に職業開拓に努める

成
な り た

田 奈
な お こ

緒子 障がい者就労に地域課題解決・経済循
環を担う地域共生と包摂的視点を！

動画で一般質問を
ご覧いただけます

乳アレルギー対応ミルクの備蓄は
答弁  種類や消費期限等勘案し検討していく

近
こ ん ど う

藤 沙
さ お り

織 多様化する食への理解、そして
環境負荷の低い「食」の推進を！

問避難所で把握した食のニーズを、確実に提供

につなぐ手順やマニュアルは。

答「日高市避難所運営マニュアル」には、食物アレルギーを持つ避難者への配慮の記載はあ

るが、具体的な手順はない。今後、アレルギーを

持つ方への課題や食品提供手順について検討する。

環境政策における「食」について

問国際的認識においても、国の環境政策におい

ても「食」は重要な柱。日高市環境基本計画

および脱炭素ロードマップにおいて「食」の視点

は、食品ロス、地産地消にとどまるが、市の認識

は。

答「食」は身近で取り組みやすいテーマ。食と環境の視点について研究していく。

問市民に行動変容を促すため「食」の選択を市

自らが示すと良いと考える。市イベント等で、

環境負荷の低い食の利用を、庁内で促す考えは。

答市が率先して取り組みを進めることは重要。

実践可能

な取り組みに

ついて庁内で

情報共有しな

がら検討して

いく。
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一
般
質
問
の
原
稿
は
議
員
の
責
任
に
お
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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動画で一般質問を
ご覧いただけます

今後児童館を整備するのか
答弁  18歳までの子どもの居場所の確保を検討

城
き ど こ ろ

所 美
み な こ

奈子 日高市総合計画に「児童館などの居
場所づくりに取り組みます」と明記

問本市では児童館がないため、多くの子育て世

帯が近隣自治体の児童館や子ども施設を利用

している実態だが、どのように認識しているか。

答「こども・若者の居場所づくり」に取り組んでいく。

問子ども施策の重要性の認識と取り組み拡充の

考えはあるのか。

答一番目の重点施策として掲げている。こども

施策の充実に努めていく。

職員の退職の実態は

問威圧的な叱責など過度な萎縮を生むような指

導でも離職につながるが、退職状況の実態は。

答直近3年間の退職者の半数を20代30代が占め

ている。職住近接が主な理由として考える。

大規模データセンター建設について

問協定締結後の継続的な履行状況の確認など、

市としてどのような姿勢で関与していくのか。

答市の関与は法的に限定的。必要に応じて事業

計画者に対して、協議、調整を行っていく。

問将来的リスクへの認識と持続可能な地域社会

との両立についての見解は。

答ガイドラインでもデータセンター建設には将

来的リスク等もあると記述されているが、全

国では発生リスクに対応した実績も残されている。

問金利上昇とインフレ下において、基金を無利

息の決済性預金等に放置することは、実質的

な価値を損なう。地方自治法241条における「確

実かつ効率的」の観点からも市民の資産を守る効

率的な運用への転換が急務と考えるが、運用の現

状と今後の取り組みについて伺う。

答本市では13基金を設置し、5月末現在、総額

34億7,154万234円である。その内、無利

息の決済性預金は１3億2,654万234円であり、

仮に普通預金利率0.3％で試算すると年約398万

円の利子となる。今後は、確実かつ効率的な運用

を行うとともに、余裕資金については安全性を重

視し、効率的な保管に努め、最少の経費で最大の

効果が得られるよう取り組んでいく。

巾着田の利活用について

問現在、巾着田では土壌不良により、約9年間、

1～ 2ヘクタールの土地が休耕地となってい

る。現状を鑑みると、農業利用は困難であるため、

ふれあい広場の拡張も一つの案である。利活用の

展望について伺う。

答本年、簡易土壌診断を行い、土壌が固く、性

質が酸性に偏っており、地中の肥料の量も低

い数値だと確認された。今後、条件を変えた試験

区域を設け、生育不良の要因を調査していく。

動画で一般質問を
ご覧いただけます

基金の効率的な運用の取り組みは
答弁  安全および効率的な保管に努めていく

小
こ や の

谷野 五
い つ な り

成 金利のある世界へ突入！効率的な
運用が急務！
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監査委員の仕事紹介
　監査委員は、市の財務に関する事務の
執行および市の経営に係る事業の管理に
ついて、市の行政を監査する独立した機
関です。
　日高市の定数２人のうち、議員の内か
ら選任される委員に森崎成喜氏が選出さ
れています。
　定例監査、例月出納検査、決算審査等
を実施しています。

議会傍聴へ
ぜひお越し
ください
定例会の本会議、委員会等
を傍聴できます。
詳しくは、ホームページで
確認いただくか、議会事務
局へお問い合わせください。

９月定例会の議会傍聴は、
健幸ポイント対象事業です。

傍聴ご案内➡
ページ

健康ポイント業事➡

9 月定例会は 令和 8 年

８月26日（水） 開会予定
午前 10 時開会

会期の日程（案）は、公民館、出張所、生涯学習センター等に
掲示し、市のホームページに掲載します。
会期は、おおむね30日間です。日程は変更になる場合があります。

詳しくは、日高市ホームページへ

傍聴に来られない人でも、本会議の映像を市ホームページ（市議会）からご覧いただけます。

www.city.hidaka.lg.jp

➡日高市
　ホームページ
　二次元コード

➡日高市議会
　トップページ
　二次元コード

➡議会中継（録画）
　トップページ
　二次元コード

日高市議会では、本会議の映像を録画配信しています！

発行：日高市議会 ☎042-989-2111（代表） 
／ 編集：議会だより編集委員会 ／ 年４回発行 

（２月・5月・8月・12月）
日高市議会だより第132号は1万9,300部作成し、一部
当たりの印刷単価は約18.6円です。読みやすいユニバー
サルデザインフォントを使用しています。

朗読ボランティアグループ「日高もくせいの会」の皆さんのご協力により、
「声の議会だより」を発行しています。
デイジー版CD を無償で貸し出しています。ご希望の人は、日高市社会福祉
協議会（☎ 042–985–9100）または市立図書館（☎ 042–985–5121）へ
ご連絡ください。

例月出納検査にて


